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夏本番！　小麦収穫作業早まる！
撮影日：７月１４日（月）



　６月 29 日から１泊２日でＪＡつべつ女性部（細川タケ部長）
部員７名参加のもと知床・網走方面へ視察研修を行いました。
　ＪＡ本所を８時 30 分に車２台で出発し、「道の駅ノンキ―
ランドひがしもこと」を経由し、「ほがじゃ小清水北陽工場」
視察しました。残念ながら工場は稼働していませんでしたが、
ほがじゃ商品等の買い物を楽しみました。
　昼食後、「オシンコシンの滝」に向い、滝のシャワーはとて
も涼しく勢いよく流れ落ちる滝は圧巻でした。次に「知床自
然センター」では散策する予定でしたが、「熊出没注意！」の
状況により散策は断念し、急遽「知床峠」に向い、そこから
見た国後島の景色がとても綺麗で清々しい時間を過ごしまし
た。
　２日目は、「知床五湖」に向い周りの美しい景色が最高で楽しく散策が出来ました。昼食後は、「道の駅しゃり」等
で休憩を取りながら「網走監獄」に向い、花の手入れが行き届いた園内を散策し楽しみました。囚人の労働なしでは、
北海道の道路はできなかった事をビデオを観て学習しました。
　２日間天候に恵まれ、磯の香りを感じながら心が癒された有意義な視察研修を無事に終えました。

ＪＡつべつ女性部　道内視察研修を実施！
「オシンコシンの滝」「知床峠・知床五湖」「網走監獄」

　６月 30 日・７月１日の日程で、ＪＡ役職員による組合員全戸訪問を実施しました。例年７月上旬に実施している
もので、８班体制にて事前に配布した調査票に基づき各組合員宅や圃場を訪問し、農業振興方策として①総合的な営
農サポートについて②堆肥利用について③スマート農業について④ＤＸ事業について⑤ＪＡコネクトの利用について
⑥その他ＪＡに対する意見・要望の聞き取りと合わせて農家経営に係る作付実態調査を行いました。
　組合員の皆様にはご多忙の中ご協力賜り感謝申し上げます。全戸訪問の際の調査結果・意見等の集約については、
８月 14 日の組勘配送時に報告させて頂きます。

　７月 15 日津別町食品加工研修セン
ターにて、ＪＡつべつ女性部（細川タ
ケ部長）は、８名参加のもと第２回パ
ン作り講習会を開催しました。
　今回は、猛暑の中、それぞれ各作業
に分かれて水分を取りながらパン作り
を行いました。
津別産の小麦粉『ツベツノカオリ』」を
使った、「あんパン・クリームパン・豆
パン・コッペパン」等の５種類のパン
を作り大変好評で、ふんわりと膨らんだパンが美味しく焼き上がりました。
　尚、パン作り終了後、道外旅行・家の光大会について話し合いを行いました。

ＪＡ役職員による組合員全戸訪問を実施！

第２回ＪＡ女性部パン作り講習会を実施！

2



　７月 14 日アソビバ！つべつの子供たち９名と青年部６
名（西原部長、細川副部長、田原書記長、五島理事、石
川　匠、近藤幸那）、合計 15 名が参加して，津別町教育
委員会と連携し食農教育事業の一環として「草取りと生
育観察」を通じて「農業体験」実施しました。
　最初に中央公民館に集まり、「さつまいも」「トウモロ
コシ」の草取りと生育観察を行いました．。
　次回のアソビバ！については、10 月上旬頃に「さつま
いも」と「トウモロコシ」の収穫をする予定です。

　６月 17 日ＪＡつべつ女性部フレッシュ・ミズは参加者６名により、上里の講師：木島智美宅（びーと畑）に出向き、
お菓子作り研修会を開催しました。
　お菓子作り研修会では、「キャラメルバナナのパウンドケーキ」を作り、手際よく作業が進められ大変美味しいケー
キが焼きあがりました。
　お菓子作り終了後、場所を移して「津別ちゃのま」にて昼食を取りながら、意見交換を交わし会員相互の親睦を深
め有意義な時間を過ごしました。

アソビバ！つべつ　ＪＡ青年部と一緒に
「草取り＆生育観察」を実施！

ＪＡつべつ女性部フレッシュ・ミズ
「お菓子作り研修会」を開催！

JAつべつ青年部活動をSNSページにて随時更新中です！
是非ご覧下さい！Facebook、Instagram

　７月４日活汲事業所麦乾工場前にて、今年度第１回目
の廃プラ回収作業をＪＡつべつ青年部（西原浩一郎部長）
の協力を頂き実施しました。肥料袋や農薬等の空き容器
を中心に 99 件、51.7 トンの廃プラを回収しました。（前
年：127 件、51 トン）第２回目の廃プラ回収作業は、廃
タイヤ回収も加わり 11 月上旬頃を予定しています。

青年部の協力のもと廃プラ回収作業を実施！
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令和７年度 組合員交流会を開催！

▲青年部バンド演奏

▲石井実行委員長　乾杯挨拶

▲展示即売会 ▲展示即売会

▲佐野組合長　開会挨拶▲参加者受付 ▲鹿中町議会議長　来賓挨拶

▲新入職員紹介（令和７年採用者）

▲フラダンス　演舞 ▲フラダンス　演舞 ▲フラダンス　演舞

▲縁日コーナー（高校生ボランティア）

▲きまぐれキッチン ▲おじこ：タコ焼き ▲クレシェ　出店

▲フラダンス　演舞

▲JA青年部　炭おこし作業

▲NPOでてこいランド　出店

▲お楽しみ抽選会　組合長賞受賞 ▲お楽しみ抽選会

　７月 12 日（土）11 時から 14 時 30 分までＪＡつべつ活汲事業所旧人参工場にて、組合員・組合員家族・津別町
役場関係者他・ＪＡ職員の総勢 171 名（子供含む）参加のもと、組合員交流会が開催されました。青年部・女性部・
フレッシュミズの協力を頂き、天候に恵まれた猛暑の中、焼き肉・ホタテ焼きを囲んで和やかな夏のひと時を過ごし
ました。
　佐野組合長の開会挨拶に続き、石井実行委員長の乾杯の挨拶の後、五島青年部理事の司会進行で交流会はスタート
し、新人職員紹介時では色々な質問をぶつけて楽しませてくれました。
　「ＮＰＯ法人 北海道ででこいランド」「クレシェ」「キッチンカー」が出店され、昨年に引き続きキッチンカー２台

「きまぐれキッチン：クレープ」「おじこ：タコ焼き」の出店は大変好評でした。津別高校生のボランティアとして、
親子で楽しめる縁日コーナーも設けました。
　又、フラダンス講演により、「フラダンス」「レイアロハ」等の演舞が披露され大変盛り上がりました。
　青年部の企画として、「お絵描きからの牛肉グラム当て」「バンド演奏」も行われ、迫田理事の他皆さんも加わり熱
唱し場を盛り上げてくれました。
　最後に、フレッシュ・ミズの金一さんが司会進行を務め、お楽しみ抽選会を行った後、安部職務代行の閉会挨拶に
より組合員交流会を無事終了しました。
　尚、当ＪＡでは、資材品等展示即売会を開催していない事から、ホクレン油機サービス様・サンユニフォーム様の
協力を頂き、工具備品・中古車２台・作業着・作業靴等の展示即売を行い、多数の組合員の皆様より高評価を頂き、
取扱金額で 330 千円（税込み）の実績となり、初の試みとしては良い結果となりました。来年以降も組合員の皆様
に喜んで頂けるよう継続して開催して参ります。
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　６月30日～７月２日の１泊２日にて農林水産省職員による令和７年度
農林水産省ファームステイ事業を実施しました。この事業は、各ＪＡ青年
部が持回りにて、農水職員との意見交換を含めて実施しています。
　○職員　農林水産省　農政局　地域作物課

輪作振興係長　石川明里　氏（甜菜担当）
　※農水省ファームステイ事業内容　　
　　１）日本甜菜製糖（株）美幌製糖所　見学
　　２）津別町のコントラ・実証試験事業について　説明
　　３）農業体験　肉牛牧場でエサやり体験　　玉葱圃場の草取り体験
　　４）町内圃場視察　今井農場　地域協力隊　安部氏の新規就農の取組み説明
　　　　　　　　　　　鳥獣被害、電波不感地帯の視察
　　　　　　　　　　　（株）たつみ小麦圃場見学及び複数戸法人の説明
　　　　　　　　　　　（農）遠藤牧場　甜菜収穫テラドスの説明
・最後にＪＡ会議室において、青年部員との意見交換会を実施し、21世紀の森キャンプ場バーべキューハウスにて

懇親会を行い有意義な時間を過ごしました。
　　次回のファームステイ事業については、令和10年頃にＪＡつべつが割当単組となる予定です。

　７月９日から１泊２日で９名参加のもと津別町農業法
人会（羽田野慎也会長）の視察研修を行いました。
　１日目は、鹿追町の「農事組合法人 笹川北斗農場」に
て、人材不足・後継者不在の観点からスマート農業に力
を注ぎ2015年から農研機構と協力し、加工キャベツの自
動収穫の実証によりる労働力不足対策を進めていました。
次に札幌市・北大「東山教授による農業セミナー」にて、
農業法人の経営状況を数値で表す視点から、全国的・道
内でも農業法人数は増え経営面積も大きくなり税制優遇
を受けるため法人化が進められ労働力不足・後継者不在
による複数法人化が増えている状況の講義を受けました。
　２日目は、江別市の「農業生産法人株式会社輝楽里」
にて、地域７戸で法人化し20年。多種類の作物を栽培し他業種の経営もしていました。社員には入社２年～３年で
役職を付け責任を持たせ創設メンバー以外でも役員候補の育成に力を入れていました。北海道農業法人協会の会長を

当会社の常務が努め、北海道さらには全国の法人協会へ
参加し多大な影響を受ける話を聞き、会員は興味を示し
ていました。
　２日間を通して、スマート農業の実勢により労働力を
カバーし儲かる農業の再構築が進められ先端技術を駆使
した栽培管理による農業の必要性を強く感じた意義ある
視察研修が出来ました。

令和７年度　ＪＡ青年部
農林水産省ファームステイ事業を実施！

令和７年度
「津別町農業法人会」の視察研修を実施！
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　６月 16 日（月）ＪＡ会議室にて、ＪＡ役員改選に伴う推薦会議を開催し、役員推薦委員並びに三役体制が決定し
ました。役員推薦委員に佐野組合長より委嘱状が交付されました。
　今後、役員推薦会議にて協議を行い令和８年度ＪＡ通常総会において付議されます。
※役員推薦委委員（◎印は三役）
　・第１地区　近藤　弘和・◎高田　優治
　・第２地区　山辺　一記・◎中山　和彦
　・第３地区　河本　純吾・◎小野寺慶典
　・青年部枠　西原浩一郎
　・女性部枠　細川　タケ
　・ＪＡ推薦枠　後藤　拓哉・松木　憲賀
　・理事会推薦枠　迫田　浩司・鹿中徳三郎
※三役体制
　委 員 長　小野寺慶典
　副委員長　中山　和彦　　高田　優治

　７月８日カルビー馬鈴薯生産組合（柏木守組合長）は、生産者 25
名、カルビーポテト㈱６名、ＪＡ職員２名 合計 33 名参加のもとカ
ルビーフィールドデー（講習会・圃場視察）を開催致しました。
　柏木組合長の圃場において、「きたひめ」「ぽろしり」「トヨシロ」
の圃場の生育状況の視察を実施し、カルビー貯蔵庫内で講習会を行
い、特に本田津別支所長からは、「生育について、高温の影響により、
既に枯れ始めている圃場（品種）も見られ、高温による病害発生も
懸念される事から防除の徹底の説明がありました。
　現在、津別は「トヨシロ」から「ぽろしり」に作付がシフトして
いる事から、より一層のカルビー向けの馬鈴薯の作付面積の拡大をお願いしました。
　新宇都宮工場 古口氏からは、収穫時の異物混入しない様注意喚起を行いました。
　説明会終了後、来組された新宇都宮工場・カルビー津別工場の皆さんを囲んで懇親会を行いました。

　７月 16 日金融共済課相談室にて、 富田 朋樹  社会保険労務士により、日本年金機構が取り扱う国民年金や厚生年
金等の年金全般に係る年金無料相談会を web にて開催しました。
　割り当てられた時間帯で厚生年金額と保険料、支給開始年齢、遺族年金・年金分割、年金の繰上げ・繰下げ等に伴
う制度についての相談を行いました。
　尚、農業者年金についてのご相談は、営農課で受付しておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。

ＪＡ役員改選に伴う役員推薦会議を開催！

カルビー馬鈴薯生産組合  カルビーフィールドデーを開催！

年金無料相談会をｗｅｂ開催！
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津別町肉牛振興会（迫田　隆会長）は、７月 15 日（火）午後６時より、津別町酪農振興会（柏葉 宏樹会長）は、
７月 16 日（水）午前 11 時より、活汲事業所旧人参工場にて、振興会員家族と関係機関の町産業振興課・普及センター
参加のもと、焼き肉を囲み交流会・親睦会を開催しました。

この交流会は、一時仕事を離れ関係機関と振興会員との意見交換の場として毎年開催しており、満喫した有意義な
交流会となりました。

７月 14 日に小麦圃場の検見終了後、小麦収穫委員会が開催され、各作業班の「収
穫委員」と「検見委員」が参集し、事務局より「小麦コンバイン安全作業マニュア
ル」の徹底確認の説明と美幌警察署よる「交通安全講話」を実施し収穫開始時期等
の協議しました。又、コンバイン安全操作の講習会を実施しました。

収穫委員会の協議の結果、昨年より６日早い７月 14 日より令和７年産小麦の収
穫作業が始まりました。収穫開始後は、連日 30℃を超え順調に作業が進み、秋ま
き小麦の受入は、昨年より４日早い７月 24 日に無事終了し７月中に秋まき小麦の
受入れは終了しました。

春まき小麦の収穫も７月 25 日からスタートし、７月 30 日に無事終了しました。
今年産の小麦受入作付面積は、きたほなみ 524.95ha、ゆめちから 162.08ha、

春よ恋 64.09ha 合計 751.12ha です。職員も小麦受入業務を当番制で勤務しての
受入体制となっています。

又、２年目を迎えた「麦乾工場の増強及びトラックスケールの新設」に伴う、小
麦受入システムが稼働し受入を開始しました。

特に昨年から最新の受入時の小麦の「サンプル採取」から「自主検装置による麦
検査」迄の作業工程が改善され、効率の良い受入システムの構築がされています。

津別町肉牛振興会　交流会を開催！
津別町酪農振興会　親睦会を開催！

夏本番！小麦収穫作業始まる！
７月中に秋小麦・春小麦の収穫終了する!!
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畑　作　物
【秋まき小麦】
収穫跡地の管理
（１）秋まき小麦の連作は、雪腐病、条斑病、ふ枯病、立枯病、眼紋病、コムギ縞萎縮病、ムギ類萎縮
病及びなまぐさ黒穂病等の病害の発生を助長するので、３年以上の輪作を行って下さい。また、品
種を変えて連作することで、混麦のリスクも高まります。

　　　近年津別町では縞萎縮病、眼紋病、条斑病、ふ枯病が連作により拡大しています。
（２）麦稈の堆肥化と後作緑肥の導入
　　　収穫後、麦稈は速やかに持ち出し、堆肥化を図って下さい。また、収穫跡地に堆肥の投入や、緑
肥作物を導入し、地力の維持・向上に努めて下さい。

　　　緑肥栽培に当たっては、緑肥の導入効果を高めるため、麦の収穫後速やかに播種し、収量を確保
することが重要です。すき込みは緑肥の種子が成熟する前に行って下さい。

（３）透排水性改善
　　　停滞水がある圃場では後作物で生育が劣るほか、病害等に罹病しやすくなります。このため、粘
質土壌の圃場や耕盤層が形成され透水性の劣る圃場では、心土破砕や簡易暗きょなどを施工してお
きましょう。

　　　心土破砕は土壌が適湿時に施工する。特に水分が高いと、練り返しや土壌構造の破壊などによっ
て十分な改善効果が得られず、逆に透排水性を悪化させる場合があるので注意して下さい。

（４）小麦のは種適期・播種量
　　　津別町における秋まき小麦（きたほなみ）の適期はその後の積算気温から9月19日とされていま
す。しかし、ここ数年早播きが増えていて、縞萎縮病の春先の激発を招いています。過去に縞萎縮
病の発生が確認された場については感染期間を短くするため、適期以降の播種をお勧めします。但
し遅くなりすぎると減収にもつながりますので9月25～29日の間での播種をお願いします。

　　　また、播種量についても近年秋が長く、越冬前、越冬後の茎数が多い傾向が見られます6～
8kg/10aが適正量となります。種子の発注についても10a当り7㎏程度を目安として下さい。

【ばれいしょ】
　収穫は、２～３日晴天が続き、土壌がある程度乾いて塊茎に付着しない
状態で行って下さい。収穫作業は、塊茎に皮むけ、傷、打撲、堀残しを生
じないよう収穫機の調整・作業速度に留意が必要です。また、コンテナ等
への収納作業においても、塊茎に衝撃を与えないよう注意するとともに、
選別・運搬・風乾時の取り扱いは丁寧に行って下さい。
　収穫後の塊茎は水分が高く、呼吸熱などにより傷から雑菌が侵入しやす
く、貯蔵性が悪くなるので十分に風乾を行って下さい。

８月中旬から９月中旬までの営農技術について
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【豆　　類】
（１）菌核病、灰色かび病、炭そ病
　菌核病・炭そ病は、開花期以降の多湿、灰色かび病は、低温多湿で発生が多くなるので、気象状
況や生育ステージに注意して適期に防除して下さい。なお、灰色かび病では、トップジンＭ水和剤
に対する耐性菌が認められているので、「防除ガイド」に遵守して適切な薬剤防除を行う必要があ
ります。

（２）マメシンクイガ（大豆）
　成虫の発生期は訓子府町（北見農試）で平年8月2日ですが道南地区では2週間ほど発生が早まっ
ています。大豆の生育も進んでいますが、産卵初め頃が防除適期で、成虫初発期及び莢伸長始（長
さが２～３㎝に達した莢が全体の40～50％の株に認められた日）を指標に散布時期を把握する必
要があります。
　莢伸長始の６日後を目処に、ピレスロイド系又はジアミド系殺虫剤を散布し、その10日後に有機
リン系剤を散布すると効果的です。

（３）除　　草
　雑草発生が多いほ場では、雑草が結実する前に抜き取りを行い、翌年以降の雑草の発生防止に努
める必要があります。特に、大豆の
立毛中に秋まき小麦をは種する計画
がある場合は、秋まき小麦ばらまき1
か月前までにイネ科除草剤散布を終
わらせて下さい。イネ科除草剤の使
用が遅れると後作の小麦に薬害を出
す恐れがあります。

【たまねぎ】
（１）収　　穫
　収穫は、根切り後15～20日目頃を目安に、茎葉（首部）の枯
れ上がりを確認してから、土壌が乾燥している晴天日に行いコ
ンテナに収納して下さい。腐敗球がある場合は、収穫前に選
別・除去し、絶対に製品へ混入させないことが重要です。
　収穫後は、雨が当たらないように風通しの良い場所でしっか
り風乾してから入庫し、貯蔵性を高めて下さい。

【かぼちゃ】
　うどんこ病により茎葉の枯死が増加すると、日焼け果の発生が助長され
るので、適切に薬剤散布を行って下さい。
　収穫期を迎えますが、未熟果の混入を防ぐため、外観だけで判断せず、
必ず試し切りで内部品質を確認し、適熟果を収穫するようにして下さい。
また、貯蔵・流通中の腐敗果を防止するため、降雨時および降雨直後の収
穫は避ける必要があります。

園 芸 作 物
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第３回　ゲートボール大会

開 催 日：令和７年７月10日（木）
開催場所：豊永　屋内ゲートボール場
優　勝：佐藤チーム【佐藤　朝代・佐藤　正明・
　　　　　　　　　　　　　手賀　武一・溝渕サカエ】
準優勝：山田チーム【山田　照夫・小野　　勇・鴇田　康史・幅口　悦子・今井　　保】
３　位：鹿中チーム【鹿中　順一・鍛冶　博光・佐藤　卒子・長尾　隆行・山下　昌子】
４　位：佐野チーム【佐野　信子・堂藤　　優・五島　良雄・北本　孝子・野本　弘子】
５　位：丸尾チーム【丸尾　　諭・土江　幸子・笠井キヨ子・竹内　武二】
６　位：井上チーム【井上　隆幸・細川　順弘・館野ヨシ子・奥村　照子】

第３回　囲　碁　大　会

開 催 日：令和７年７月８日（火）
開催場所：ＪＡつべつ　２階和室
優　勝：三島　宏章　五段格　【４勝０負】
準優勝：今井　　保　二　段　【３勝１負】
３　位：下川　敏章　五段格　【２勝２負】

第３回　パークゴルフ大会

開 催 日：令和７年７月17日（木）
開催場所：豊永　さくら・いちいコース

優　勝：阿部　八郎（71）　　５　位：山田　照夫（76）
準優勝：乃村　吉春（74）　　６　位：石塚　征勝（77）
３　位：細川　順弘（76）　　７　位：三島　宏章（77）
４　位：土屋　昇　（76）
優　勝：萬　　サト（80）　　５　位：佐藤　朝代（84）
準優勝：花井　静栄（81）　　６　位：藤原　清恵（85）
３　位：佐野　信子（83）　　７　位：佐藤さより（87）
４　位：村田　芳江（83）

※ホールインワン賞（３名）
　石塚　征勝　　　三島　宏章　　　笠井キヨ子

男
性
の
部

女
性
の
部

開 催 日：令和７年９月７日（日）　開会式８：15 ～（受付８：00 迄）　開会式終了後競技開始
　　　　　（雨天の場合は延期となります）
・開催場所　津別町豊永ふれあい公園　パークゴルフ場（36ホール）
・募集人数　７０名（定員になり次第締切させて頂きます）
・締 切 日　令和７年８月28日（木）まで
・申 込 先　津別町パークゴルフ協会員の方・・・ふれあい公園協会掲示板へ
　　　　　　町内在住で一般の方・・・ＪＡつべつ金融共済課（0152-77-3170）まで「お名前」と「生年月日」を
　　　　　　お知らせ願います。

第２１回ＪＡつべつ杯パークゴルフ大会を開催します！
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8月16日 土 お盆休み 9月 1日 月 経営会議

17日 日 2日 火 年金友の会囲碁大会

18日 月 3日 水

19日 火 企画会議 4日 木

20日 水 5日 金

21日 木 年金友の会パークゴルフ大会 6日 土

22日 金 7日 日 ＪＡ杯パークゴルフ大会

23日 土 網走流域の会交流会 8日 月

24日 日 9日 火 秋季例大祭～10日

25日 月 10日 水

26日 火 11日 木 北海道カボチャ収穫コンソ会議

27日 水 12日 金

28日 木 家畜の碑参拝・理事会 13日 土

29日 金 棚卸監査 14日 日

30日 土 15日 月 敬老の日

31日 日 16日 火
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お問い合わせ・ご相談は

津別町農業委員会
☎７７－８３８４

ＪＡつべつ営農課
☎７６－３３２２
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